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１．目 的 

ＵＳＡ ＩＴＷ社製ダイナボルトの引張荷重抵抗値を確認する。 

 

２．試験項目 

２－１．引張試験  

 

３．試 料 

ＩＴＷ社製ダイナボルト  

３－１．ＨＮ１２２２（４Ｎ５７相当） 以下「ＨＮ１２２２」 

３－２．ＨＮ５８３０（５Ｎ７５相当） 以下「ＨＮ５８３０」 

 

 
ＨＮ１２２２ ＨＮ５８３０ 

図１．試料 

 

４．母 材 

４－１．普通コンクリート 打設上面 圧縮強度：２１ Ｎ/ｍｍ２（２８日強度） 

 

５．使用機器 

５－１．ロードセル ＫＣＭ－１００ＫＮＡ （東京測器研究所） 

５－２．変位計 ＣＤＰ－２５ （東京測器研究所） 

５－３．油圧ジャッキ ＤＣ３－１００ （理研精機株式会社） 

５－４．ハンマードリル ＳＰＩＴ３３５ （ＳＰＩＴ社製） 

５－５．ドリルビット 
ＳＤＳ－ｐｌｕｓ 

φ１３．５ 
（ミヤナガ社製） 

５－６．ドリルビット  
ＳＤＳ－ｐｌｕｓ 

φ１６．５ 
（ミヤナガ社製） 

５－７．トルクレンチ ＣＥＭ５０Ｎ （東日社製） 

５－８．トルクレンチ ＣＥＭ１００Ｎ （東日社製） 
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６．試験方法 

コンクリートビットを取り付けたハンマードリルで下穴を穿孔後、ダストポンプにて孔内の切

粉を排出した。 

下穴に引っ掛け治具等を介してアンカーを手で挿入し、トルクレンチにてナットを指定の締付

トルク値まで締付け、試験体を作製した。 

図２に示すように油圧ジャッキ装置類をセットし、図３に示すように引っ掛け治具に治具を取

付け軸方向へ引張荷重を載荷し、最大荷重値の測定を行う。 

  

図２．試験方法 図３．試験体 
 

７．試験結果 

表１．結果まとめ 

単位：ｋＮ

母 材 
普通コンクリート 打設上面 

（圧縮強度：２１ Ｎ/ｍｍ２） 

試 料 ＨＮ１２２２ ＨＮ５８３０ 

ドリル径 φ１３．５ φ１６．５ 

穿孔深さ ５０ｍｍ ６０ｍｍ 

埋込深さ ３９ｍｍ ５０ｍｍ 

締付トルク ３７．２Ｎ・ｍ ５８．８Ｎ・ｍ 

１ 18.279 38.030 

２ 24.383 36.809 

３ 24.946 39.563 

４ 26.605 38.781 

試 

料 

Ｎｏ. 

５ 24.320 44.258※ 

ＭＩＮ値 18.279 36.809 

平均値 23.707 39.488 

○測定値：本試験方法で測定した測定値 

※印：ねじ山破損（７－２項参照） 
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７－１．ＨＮ１２２２  

ドリル径φ１３．５ 埋込３９ｍｍ 

平均引張強度：23.707 ｋＮ 

部材：普通コンクリート 打設上面 

（圧縮強度：２１ Ｎ/ｍｍ２） 
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試験結果グラフ 試験後の試験体状態例 

 

７－２．ＨＮ５８３０  

ドリル径φ１６．５ 埋込５０ｍｍ 

平均引張強度：39.488 ｋＮ 

部材：普通コンクリート 打設上面 

（圧縮強度：２１ Ｎ/ｍｍ２） 
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試験結果グラフ 試験後の試験体状態例 

 

 
 試験後のねじ山破損状態（Ｎｏ５） 

 

８．総 括 

ＩＴＷ社製ダイナボルトＨＮ１２２２とＨＮ５８３０の引張試験結果を表１に示します。 

  ご使用の際には現場の使用環境を考慮のうえ、十分な安全率の設定をお願い致します。 

 

以上 
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